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問合せ　本所食文化創造都市推進課☎25‐2111内線529

－連�載－

Vol.5

国内唯一の食文化創造都市として、本市の食文化
を生かした未来につながる地域づくりの取り組み
を紹介します。

食文化を生かした地域づくり

　本市は、食文化創造都市の認定を受けている海外
の都市と様々な交流を行いながら、今年度は国内の
ネットワークの充実にも力を入れています。

　多くの自治体が、身近な地域資源である「食」や「食
文化」を活用した独自の取り組みを行う中、お互い
に連携し地域活性化に結び付けようと、10月18日
に設立総会を開催し「豊かな食の郷土づくり研究会」
を発足。北海道から沖縄まで、全国89の市町・関
係団体が参加しています（10月31日現在）。新潟市・
神戸市・鹿児島市などの発起自治体を代表し、本市
が代表幹事団体となりました。同会では、先進事例
や課題を共有し、効果的な取り組みを研究すること
で、食文化の向上と地域活性化につなげていきます。

　設立総会と同日「食文化による郷土づくりカン
ファレンス」を開催しました。全国から集まった自
治体関係者や一般の皆さん約150人が参加し、食文
化を生かしたまちづくりについて学びを深めました。

またパネルディスカッショ
ンでは、鶴岡ふうどガイド
や学校給食での地産地消な
ど、本市の取り組み事例を
紹介しました。
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《人口と世帯》（令和元年10月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：125,663人
　　 （男：60,135人、女：65,528人）

　世帯数：49,025世帯
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山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

「食文化のひろば」は今回が最終回です。ご愛読ありがとうございました。

１

１焼畑あつみかぶのほ場　２・３羽黒山参籠所「斎館」

同会会員を対象に鶴岡を巡るツアーを開催。伝統的な
方法で受け継がれる焼畑あつみかぶのほ場を見学しま
した。また、羽黒山参籠所「斎館」では精神文化と食

の結び付きについての解説を受け、精進料
理を実食。鶴岡の食文化を体感

してもらいました。

知ってもらいたい

２ ３

今後同会では各都市で継続的にカンファレンス
を開催し取り組み事例の共有を図るほか、事業
連携や国等への政策提言等を検討していきます。

鶴岡の食文化は、先人たちが自然と生命
の営みに真摯に向き合い、培ってきたも
のです。そして今も、家庭や地域で大切
に育まれ、私たちの日々の食事の中に息
づいています。季節の食材・料理を味わ
い、楽しむことで、この豊かな食文化を
後世へ受け継いでいきましょう。

鶴岡        の            食文化


